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自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
史
（
地
方
史
）
研
究
を
進

め
る
う
え
で
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
事
業

は
、
ち
ょ
う
ど
我
が
国
の
高
度
経
済
成
長
期
に
併
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
開
始

さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
七
○
～
八
○
年
代
ま
で
の

よ
う
な
一
時
期
の
隆
盛
は
去
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
刊
行
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
、
今
後
の
成
果
が
待
た
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
治
体
史
は
、
す
べ
て
の
史
料
を
網
羅
す
る
こ
と
が
極
め
て
難

し
い
な
ど
、
制
約
も
多
い
。
そ
の
た
め
編
さ
ん
事
業
は
、
そ
の
後
の
展
開
を

予
測
し
た
長
期
的
な
学
術
推
進
の
施
策
を
、
行
政
と
し
て
示
し
て
お
く
べ
き

性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
博
物
館
・
図
書
館
等
に
お
い
て
、
地

道
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
研
究
を
推
し
進
め

る
た
め
の
環
境
と
体
制
作
り
が
、
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
に
は
、
｜
層
の
地
域
史
研
究
の
促
進

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
こ
の
た
び
村
上
直
氏
の
監
修
、
白
川

〈
書
評
と
紹
介
〉

村
上
直
監
修

「
下
野
国
近
世
初
期
文
書
集
成
』

第
一
巻
（
白
川
部
編
）
・
第
三
巻
（
白
川
部
・
竹
中

編
）

横
浜
文
孝

法
政
史
学
第
四
十
六
号

部
達
夫
・
竹
中
真
幸
両
氏
の
編
集
に
よ
り
『
下
野
国
近
世
初
期
文
書
集
成
』

第
三
巻
が
上
梓
さ
れ
た
。
す
で
に
第
一
巻
は
白
川
部
氏
の
編
集
で
公
刊
さ
れ

て
お
り
、
今
回
で
二
冊
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
栃
木
県
（
下
野
国
）

下
の
自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
は
ブ
ー
ム
の
渦
中
に
始
ま
っ
た
県
史
も
す
で
に

終
了
し
、
各
市
町
村
史
レ
ベ
ル
の
刊
行
も
、
こ
こ
に
き
て
一
段
落
し
た
観
が

あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
下
自
治
体
史
の
成
果
を
近
世

初
期
農
村
史
料
に
絞
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
補
う
も
の
と
し
て
、
時
宜
を
え
た

企
画
で
あ
り
、
刊
行
の
果
た
す
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
本
書
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

近
世
の
下
野
国
は
、
日
光
に
徳
川
家
康
の
廟
所
で
あ
る
東
照
宮
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
で
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
同
国
の
近
世
的
役
割
は
高
ま
り
、
関
東
領
国
内
の
位
置
を
よ
り
明

確
な
も
の
に
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

本
書
監
修
の
村
上
氏
は
、
こ
の
歴
史
的
重
要
性
を
よ
り
強
く
認
識
す
る
こ

と
で
、
さ
き
の
県
下
の
自
治
体
史
編
さ
ん
の
現
状
か
ら
成
果
を
継
承
し
、
さ

ら
に
地
域
史
研
究
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

同
時
に
、
本
書
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
南
関
東
の
『
武
州
文
書
』
『
相
州

文
書
』
等
に
対
し
て
「
北
関
東
で
は
、
未
だ
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
見
当
ら

な
い
」
と
す
る
点
で
あ
り
、
本
書
の
性
格
を
見
極
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
る

》
つ
。こ
こ
で
、
本
書
の
刊
行
計
画
を
左
記
に
示
し
て
お
き
た
い
。

第
一
巻
都
賀
・
寒
川
郡
Ⅲ
（
既
刊
）

｜’

二
○
四
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本
書
全
体
の
編
集
方
針
は
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
か
ら
寛
永
二
一

年
（
’
六
四
四
）
ま
で
の
五
五
年
間
の
史
料
を
収
録
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
巻
か
ら
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。
同
巻
は
、
「
都
賀
・
寒
川
郡

⑩
」
と
あ
る
が
、
ほ
ぼ
大
出
善
作
家
か
ら
な
り
、
全
体
も
都
賀
郡
初
田
村
の

初
期
文
書
集
成
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
多
く
は
、
す
で
に
『
小
山
市

史
』
史
料
編
近
世
１
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に

第
二
巻
都
賀
・
寒
川
郡
０

第
三
巻
安
蘇
・
足
利
梁
田
郡
（
既
刊
）

第
四
巻
河
内
郡

第
五
巻
芳
賀
郡

第
六
巻
那
須
・
塩
谷
郡

す
な
わ
ち
、
本
書
は
下
野
国
九
郡
を
全
六
巻
に
ま
と
め
あ
げ
る
も
の
で
、

ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、
刊
行

年
次
が
第
一
巻
と
、
今
回
一
一
冊
目
の
刊
行
と
な
る
第
三
巻
ま
で
に
約
七
年
を

経
過
し
て
お
り
、
そ
の
ペ
ー
ス
が
や
や
遅
滞
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
背
景
に
は
、
県
下
全
域
を
見
渡
す
未
収
録
史
料
の
確
認
作
業
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
希
望
を
い
え
ば
、
さ
き
の
意
義
あ
る
企
画

と
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
編
集
ペ
ー
ス
を
早
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
幸
い
編
集
の
白
川
部
・
竹
中
両
氏
は
、
『
小
山
市
史
』
を
は
じ
め
と

す
る
周
辺
地
域
の
編
さ
ん
事
業
を
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
手
懸
け
る
な
ど
、
当

地
域
の
史
料
を
把
握
す
る
う
え
で
も
心
強
い
陣
容
で
あ
り
、
今
後
の
計
画
的

刊
行
が
速
や
か
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
、
ま
ず
期
待
し
た
い
。

書
評
と
紹
介

￣

'■■■■■■■■

さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

同
巻
で
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
を
上
限
に
寛
永
二
一
年
ま
で
を
対

象
に
し
て
お
り
、
年
不
記
文
書
も
含
め
一
二
点
、
お
よ
び
附
録
一
一
点
を
加

え
た
一
一
三
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
史
料
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
領
主

交
替
期
に
視
点
を
置
い
た
三
部
構
成
か
ら
な
り
、
そ
の
時
期
の
特
徴
を
よ
り

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
時
期
の
収
録

状
況
は
、
文
禄
四
年
ｌ
元
和
八
年
（
’
六
一
一
二
）
が
一
七
点
（
一
五
・
一
一
一

％
）
、
同
八
年
ｌ
寛
永
一
○
年
（
一
六
一
一
一
三
）
が
一
一
一
四
点
（
一
一
一
○
・
六
％
）

同
一
○
年
ｌ
同
一
一
一
年
が
一
一
一
七
点
（
三
一
一
一
・
一
一
｜
％
）
と
な
り
、
ほ
か
に
年
不

記
分
一
一
一
一
一
点
（
二
○
・
七
％
）
で
、
全
体
で
は
六
割
強
が
元
和
八
年
ｌ
寛
永

二
一
年
に
集
中
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
年
不
記
文
書
が
二
割
を
占
め

て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
後
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
年
代
を
確
定
し
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

土
地
台
帳
と
し
て
は
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
の
本
多
正
純
に
よ
る
領

内
総
検
地
に
と
も
な
う
初
田
村
検
地
帳
（
前
田
詔
家
文
書
・
写
本
）
が
上
限

で
あ
る
。
ま
た
現
在
井
口
喜
市
家
文
書
で
確
認
で
き
な
い
元
和
九
年
の
初
田

村
地
詰
帳
と
寛
永
六
年
の
初
田
村
上
下
わ
け
帳
を
日
本
大
学
近
世
史
研
究
会

の
筆
写
原
稿
か
ら
今
回
収
め
る
な
ど
、
近
世
初
期
の
村
の
状
況
を
把
握
す
る

に
は
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
和
八
年
を
中
心
と
す
る
古
河
藩
の
袷
人
知

行
の
内
容
を
示
す
史
料
、
寛
永
三
年
の
「
下
初
田
村
い
い
え
く
み
書
上
」
と

し
た
五
人
組
の
早
期
の
も
の
な
ど
、
盛
り
沢
山
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
第
三
巻
を
取
り
上
げ
よ
う
。
同
巻
は
「
安
蘇
・
足
利
・
簗
田
郡
」
の

県
南
西
部
の
三
郡
を
対
象
に
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
簗
田
郡

の
近
世
初
期
文
書
は
い
ま
だ
未
発
見
と
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
郡
名
を
掲
載

二
○
五
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ま
た
、
足
利
・
簗
田
郡
文
書
は
、
天
正
一
九
年
の
簗
田
郡
八
幡
村
の
検
地

帳
が
あ
り
、
徳
川
家
康
の
初
期
検
地
の
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
本
書
二
冊
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
て
み
た
。
す
な
わ
ち
、
本

書
は
、
近
世
初
期
の
下
野
国
を
探
る
う
え
に
貴
重
な
一
足
を
投
じ
る
成
果
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

す
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
成
果
を
期
待
し
た
い
。

本
巻
は
、
全
体
で
一
○
八
点
の
史
料
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
○

二
点
が
安
蘇
郡
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
福
地
家
文
書
が
四
一
一
一
点
、
惣
宗
寺
文

書
九
点
、
諸
家
文
書
五
○
点
と
な
る
。
附
録
一
点
は
、
「
佐
野
肥
前
守
義
行

書
上
」
で
、
こ
れ
は
内
閣
文
庫
記
録
御
用
所
本
『
古
文
書
」
に
あ
る
も
の
で

未
紹
介
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。
残
る
五
点
が
、
「
足
利
・
簗
田
郡
文
書
」
で

あ
る
。

さ
て
、
本
巻
に
あ
っ
て
多
く
を
収
録
す
る
福
地
家
は
、
佐
野
氏
の
家
臣
と

し
て
、
ま
た
の
ち
本
多
氏
・
稲
葉
氏
の
堤
肝
煎
役
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
の
経

歴
を
も
っ
た
家
柄
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
史
料
的
に
も
書
状
が
極
め
て
多

い
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
稲
葉
正
勝
の
家
臣
な
ど
と
の
交
流
も
知
る
こ
と
が

諸
家
文
書
は
、
天
正
二
○
年
（
’
五
九
二
）
の
豊
臣
秀
吉
か
ら
佐
野
氏
宛

の
朱
印
状
な
ど
を
収
録
す
る
。
ま
た
、
幕
府
の
聖
地
日
光
を
抱
え
る
こ
と
か

ら
、
史
料
内
容
上
注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
元
和
三
年
（
’
六
一
七
）

「
日
光
御
用
村
々
人
足
組
合
割
帳
」
「
東
照
宮
権
現
様
御
尊
骸
久
能
よ
り
日
光

へ
御
移
被
成
候
節
帳
」
は
同
地
域
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
も
の
と
い
っ
て

よ
か
ス
ご
っ
。

で
き
、
面
白
い
。

諸
家
文
書
は
、

法
政
史
学
第
四
十
六
号

「
二
」
の
部
分
で
ふ
れ
た
本
書
の
意
義
は
、
南
関
東
に
対
す
る
北
関
東
の

存
在
に
あ
る
。
そ
の
意
義
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
は
、
刊
行
計
画
の
全
六

巻
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
現
状
で
ク
リ
ヤ
ー
で
き
て
い
な
い
地
域
を
含
め
た

補
巻
が
望
ま
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
冊
目
以
降
の
刊
行
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
第
一
巻
ｌ
Ａ
５
判
一
一
六
○
頁
四
五
○
○
円
、
第
三
巻
ｌ
同
判
二
七

二
頁
六
○
○
○
円
文
献
出
版
〕

四

二
○
六
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